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1 はじめに

今回， ドイツリートを学ぽうとする最初の段階で

しばしば研究題材としてとりあげられるモーツアル

トの“AlsLuise die Briefe ihres ungetreuen Lieb-

habers verbrannte" (KV520)を，楽曲分析と演奏

表現法を中心に考察していくこととする.この歌曲

は，女性によって歌われる歌であるが，短い曲にも

かかわらず，音楽を理解し表現するためには最も適

した楽曲の一つであろう.オペラの名作が次々と生

み出されていくこの時期にあって生まれたとの歌曲

は，オペラの手法と密接に関わっているものと思わ

れる.18世紀にあって，単純な有節の歌曲形式にこ

だわることなしより素直に自由に音楽でもって表

現しようとしたモーツアルトの才能の一端を垣間見

ることが出来る.なお本文中，掲載楽譜は， Bar-

enreiter版を使用することとする.

2 モーツアルトの歌曲

モーツアルト (1756......1791)の歌曲は，器楽曲や

他の声楽曲から比べると，量・質共に作曲の段階に

おいて，あまり重要視されていたとは考えにくい.

しかし， 30数曲残された歌曲の中には，後確立され

ていくドイツリートの分野の中にあっても，ひとき

わ光彩を放つ作品がいくつかある.“DasVeilchen" 

“Abendempfindung"“AnChlo(:!"“Sehnsucht nach 

den Fruhling"“Die Alte"“Trennungslied"等々 ，

現在もよく演奏される歌曲がたくさんあり，なかで

も“DasVeilchen"などは，モーツアルトならでは

の傑作であろう.リートの歴史をみても，当時，有
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節的歌曲がほとんどであったにもかかわらず，通作

的な形式をとった歌曲にすぐれた作品が多いのも，

オペラ作曲家としてのモーツァル.トにとって，言葉

と音楽における融合が自然とそのような表現形式を

とらせたのであろう.そこには，まったく無秩序で

はなしさまざまな様式が包含されており，ロマン

派ドイツリートに通じる，詩と音楽が一体となった

高度な音楽表現方法をそこには見るととが出来る.

とりわけ，モーツアルトのオペラにおいてその代表

的作品でもある「ブイガロの結婚J rドン・ジョヴア

ンニJrコシ・ファン・トゥッテJ r魔笛」は公演機

会あ多く，その音楽に接する度に，モーツアルトの，

劇中での登場人物の性格描写が，声質と音楽表現に

よって巧みに使い分けられ，心理描写や'情景描写が，

アンサンプルのなかにあっても見事に書き表されて

いることに驚かされる.モーツアルトは，音楽を言

葉のごとく操り，表現できる唯一の作曲家かもしれ

ない.モーツアルトがとの“AlsLuise die Briefe 

ihres ungetreuen Liebhabers ver:brannte (KV520) " 
(Jレイーゼが不実な恋人の手紙を焼いた時)を作曲し

たのは， 1787年5月26日，ウィーンにおいてである.

歌曲としての最大傑作である“DasVeilchen" (すみ

れ)から 2年後である.詩は女流詩人である Ga-

briele von Baumberg (1766-1839).モーツアルト

にとっての1785年と1787年は，現在最も演奏会のプ

ログラムとして取り上げられるモーツアルトの歌曲

のほとんどが集中している.1786年には，オペラ「劇

場支配人」や「フィガロの結婚Jが， 1787年には「ド

ン・ジョヴァンニJカミ作曲され，歌曲においても，

その表現方法は劇的でもあり，アリア的手法も感じ

取ることができる.モーツアルトのオペラは総じて

オペラプッフォとして扱われるが，セリア調で書か
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れた，オペラ「フィガロの結婚」の中の“伯爵婦

人 rドン・ジョヴァンニ」の“ドンナ・エJレヴイ

ーラ"“ドンナ・アンナ"“ドン・オッターピオペ「コ

シ・ファン・トゥッテ」の“フィオルデイリージ"

“フェランド"r魔笛」の“パミーナ"“タミーノ"

や，宗教的意味合いをもった“ザラストロ"の音楽，

技巧を求めた“夜の女王"等々，また，プッフォで

書かれた「プイガロの結婚」の“フィガロヘ「ドン・

ジョヴァンニ」の“レポレロ rコシ・フプン・ト

ウツテ」の“グリエルモ"や，オペラ名は略すが同

じプッフォで書かれた“マゼット"や“パパゲーノ"

等々，また“スザンナ"“ケルビーノ"“ツェルリー

ナ"“デスピーナ"のように声の成長過程をわきまえ

た音楽までさまざまである.また，声の種類ーコロ

ラトゥーラ， リリコ，レッジェーロ， ドラマテイコ

等，さまざまなケースを考慮し，その劇における内

容と性格付けが，声質と音楽によって，もののみご

とに表現され，同じセリ、アやプッフォでも役に応じ

た音楽の様式や表現方法が微妙に，また巧みに使い

分けられている.モーツアルトのオペラにおける登

場人物と音楽を比較分類し研究するのも非常に興味

深いことと思われる.イタリアオペラの様式とドイ

ツ音楽の融合.そこには幼少の頃よりヨーロツパ各

地を旅し培われた幅広い視野と並外れた高度な音楽

的感性を，オペラにおいて特に感じ取ることができ

る.オーケストラ曲やオペラからみると，歌曲の分

野はモーツアルトにとって表現手段が小きすぎたの

かもしれない.ともあれ，オペラの作曲が歌曲に及

ぽした影響は無視することができないものとおもわ

れる.特に，この“AlsLuise die Briefe ihres un-

getreuen Liebhabers verbrante"においては，一つ

のアリアとして扱つでもあながち誤りではないであ

ろう.

モーツアルトにとっての1785年と1787年は，歌曲

の年でもある.1785年には，“Gesellenreise

(KV468)"“Der Zauberer(KV 472)"“Die Zufrieden-

heit (KV 473)"“Die betrogene Welt (KV 4 7 4) "“Das 

Veilchen (KV 4 76) "“Lied der Freiheit (KV506)" 

が， 1787年には，“DieAlte (KV517)"“Die Vers-

chweigung (KV518)"“Das Lied der Trennung 

(KV519)"“Als Luise die Briefe ihres ungetreuen 

Liebhabers verbrante (KV520)"“Abendempfin-

dung (KV523) "“An Chloe (KV524) "“Des kleinen 

Friedrichs Geburtstag (KV529)"“Das Traumbild 

(KV530)"“Die kleine Spinnerin (KV531)"が作

曲されており(ペーター版の楽譜及び，平凡社の音

楽事典参照)，オペラも考え合わせると声楽曲の比重

は大きい.

モーツアルトの遇作的形式を取った歌曲において

は，単に旋律美を前面に押し出したものではなく，

音楽による内容表現に重点が置かれていることを強

く感じさせる.このことは，世俗的なリートが，よ

り芸術性を帯びたドイツリートへと発展していく重

要な要素である.シューベルトやシューマン，そし

てヴォルフへとドイツリートは高度な芸術歌曲とし

て音楽の一分野を確立していくこととなる.そう言

った意味からも，モーツアルトのいくつかの歌曲は，

リートの先駆を成し，画期的な試みと考えられる.

イタリアオペラの甘美なメロディーと声のサーカス

的技巧の踏襲のみに留まらず，オペラの様式を踏ま

えて，音楽劇としてのモーツアルトのオペラを確立

した.そこには，劇中での音楽による人物描写，性

格描写，心理描写が明確になされていることは前述

したとおりである.この表現方法か歌曲にも適用さ

れ，“DasV ei1chen"や“AlsLuise die Briefe ihres 

ungetreuen Liebhabers verbrante"のような{乍品が

うまれたものと考えられる.

3 歌詞および訳詩

声楽と器楽曲の大きな相違点として，声楽曲には

言葉があるということである.歌曲のみならずオペ

ラや他の声楽曲においては，その言葉の把握は，内

容把握であり，音楽表現上直接関係してくる重大な

要素である.その上にたって，声楽としての発声法，

唱法等における技術的なことが要求される.訳詩に

おいては演奏の際，音楽と詩の結びつきを容易にす

るため，直訳に心がけた.

“Als Luise die Briefe ihres ungetreuen 

Liebhabers verbrante" 

「ルイーゼが不実な恋人の手紙を焼いた時J

Erzeugt von heiser Phantasie， 

熱い幻想から生まれ

In einer schwarmerischen Stunde 

夢中で思いつめた時に

Zur Welt gebrachte， geht zu Grunde， 

この世に出てきた， (地獄へ行ってしまえ，) 
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1hr Kinder der Melancholie ! 

優欝な子どもたちよノ

匝rdanket Flammen euer Sein， 

お前たちは その存在を炎に感謝しなさい，

Ich geb' euch nun den Flammen wieder， 

私が お前たちを今もう一度

炎に返してあげよう，

Und all' die schwarmerischen Lieder， 

そして 夢見どこちの歌の全ても

Denn ach! er sang nicht mir allein. 

なぜなら ああノ 彼は私一人にだけ歌っ

てくれたのではないのだから.

Ihr brennet nun， und bald， ihr Lieben， 

お前たちは今燃えている，そしてまもなし

いとしいものたちよ，

1st keine Spur von euch mehr hier. 

ここにはもう，お前たちの跡は何ものこら

ないのだ.

Doch ach! der Mann， der euch geschrieben， 

でも ああノ の前たちを書いたところの

あの男は

Brennt lange noch vielleicht in mir. 

おそらく私の中で いつまでもずっと燃え

続けるだろう.

4 楽曲分析およひ.演奏方法

三節からなる僅か20小節のこの短い歌曲に書かれ

たスケールの大きさと劇的な表現を詩と音楽の両面

から，各小節ごと，またプレーズごとに楽曲分析を

行い，その演奏方法を考察していくこととする.後

ろに楽譜を掲載し，小節ごとに番号を付貯，和音分

析を行い，この章を述べる一助とする.

ノ、短調，四分の四拍子， Andante.一小節目，短い

前奏の，激しく嫉妬するヒステリックな音楽は，冒

頭から主和音のユニゾンでもって一点ハ音から二点

ノ、音への跳躍進行，及び，第三拍目の一点ト音から

ニ点・ト音への跳躍進行で，強くしっかりとフォルテ

で表現されている.二拍目までのユニゾンと二拍裏

からをニフレーズとして弾き分げること.二拍目が

一つにならないように心がける.

二小節目は，レチタティーヴォの形式をとってお

り，怒りではなく，情熱を表現し，テンポもたっぷ

りと取り伴奏のアルペジオもしっかりと，情熱的に

奏する.歌において，二拍目の三十二分音符は滑ら

ないよう気をつける.

三小節目， in einer schwarmerischen Stundeの

表現をレガート唱法でもって演奏し，音量も強くな

らないこと.三小節目第一拍目の減七の和音は恋に

対する夢と不安を表現している.

四小節目から五小節目にかげて，今の自分の心境

をgehtzu Grundeそのままに激しく強く表現する.

そのためにもリズムはとりわけ鋭く，厳格に，激し

さを持って，マルカートな唱法を用いるべきである.

第一拍目の上声部のF音， As音のけい留的侍和音，

第三拍目のC音の砂い留音， 5小節目冒頭のH音，

D音の貯い留和音とそれにともなう不協和音がその

激しさを表現している.

五小節目から六小節目は，三小節目からの継続的

表現方法を取り，怒りの感情を内向的に処理しよう-

とする緊迫感のある弱声が求められる.Kinder (こ

こでは手紙のことである)における下降型には怒り

と諦めと悲しみカ涜分表現されるよう，伴奏ではリ

ズムを刻まず，二分音符が与えられている.この和

音は六度の七の和音でもって内的緊張感が弱音でも

ってより効果的に表現されている.後で述べるが，

との第一節において，掲載楽譜に記入した，冒頭の

動機AとMelancholieに与えられたピアノ肉声部

の動機Bは，この曲の持つ心理表現におけるテーマ

として，また，全体の曲を形作る上でも非常に重要

な働きをしている.

ここまでが第一節であるが，音楽的に統一された

形式はない.しかし，明快な内容表現の音楽は，一

小節目から大胆にして劇的な手法であり，レチタテ

ィーヴォ的手法を用いた表現の自由さを求めており，

声楽的である.

七小節からは第二節目となり，伴奏部，右手のメ

ラメラと燃える炎，左手はこの歌曲の官頭の分散和

音によるオクタープ進行の動機が，手紙を投げ入れ

る様を，表現している.楽曲構成上から言えば，通

作形式を取りながらも動機的な関連付りを持たして，

散漫になりがちな音楽に歯止めをか砂密度の濃いも
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のとなっている.歌も情景描写的音楽に乗って，三

回に渡ってくり返される同一リズムの旋律は，符点

のリズムを伴ってヒステリックにして捨て鉢である.

十小節目からのdennach! er sang nicht mir 

alleinの嫉妬と悲しみの表現は，声部だけに与えら

れた単独の音であり，それを受け継いだピアノパー

トのソプラノ声部の半音階による下降形とパス声部

のその反行形の動きの萎縮していくようなディミヌ

エンドを含んだ伴奏が，気持ちのやるせなさ，切な

さを表している.十一小節目の二拍自にあるナポリ

の六の和音は， nichtそのものの感情をより強調し，

As音から Es音への跳躍は，ナポリの和音上のメロ

ディー進行は定石ではあるが，言葉の持つ内容と見

事に一体化されている.nichtおいては，強くならな

いようテヌートに丁寧に表現する必要がある.

第三節，十二・十三小節の手紙が燃えていく様と，

十四小節二拍目頭の燃え上がる様までが，伴奏の一

点ト音から二点ト音までの上行形によって描写され

ている.オクタープ上行形は，これまで何度も使用

されてきた動機と一致する.とれは，分散和音での

オクタープではなく，時間的経過も，前者は一拍半

で，ここでは約二小節半に渡る時間をかげて，巧妙

に仕組まれたものとなっていて，乙こでも，動機的

関連の強さを示している.歌・ピアノ共に，記載さ

れているクレシエンドと，記入されていないが，休

符でのプレスに注意し緊張感をもって，若干のアッ

チェレランドを用いて演奏するのが望ましい.

十四小節目，三拍目裏拍からの，嫉妬と怒りに隠

された，彼に対する捨て切れない切実な思いが，一

点ト音から二点変イ音へのオクタープを越える短九

度の上行，さらには，十五小節目の完全四度上がっ

ての二点ハ音から三点変二音の短九度上行の後の下

降形でもってレガートに表現されている.さらに，

乙の部分を含めて，歌の終わりまで，六小節目の

Melancholieに与えられたピアノパートの内声部に

出てくる下行動機が何度も変化しながら，この言葉

による心情表現が，この楽節全体を支配している.

いつまでも断ち切れない未練が執掲なまでに表され

ている.また，十七小節目のlangeにおいてのピア

ノパートの醸し出す不協和音の響き(引き延ばされ

て解決しているげい留音のDes音)は，不安定な心

情が解決出来ないまま，和音進行と合い待って，見

事に描き出されている.最後の二十小節目は，最初

のー小節目とリズム・音型共に同じパターンで書か

れているが，最初と違って，フォルテで書かれてい

る箇所までは，ピアニッシモで演奏すべきである.

断ち切れぬ彼への思いと悲しみを，しっかりと持続

する必要がある.そして，フォルテで書かれた最後

の三つの和音によって，全てを忘れ去ろうとする自

分への確固たる決意を示さな砂ればならない.それ

については，和声的な側面からも説明できる.と言

うのは，ー小節目の場合は主和音から属和音への半

終止であり，次への展開を意味し，前述のごとく，

嫉妬により怒りを表現し，最後のフォルテ部の音型

は，属和音から主和音への完全終止である.まさに

これは終わりであり，とれまでの全ての情念からの

訣別を示している.との終止形は，詩人の意図した，

捨て切れぬ恋人への思いが続くことへの余韻の表現

を，敢えて断ち切ろうとしたモーツアルトの詩に対

する解釈と，意図的な表現をそこに見る乙とができ

る.

5 あとがき

僅か20小節の小品の中に，音楽的に見て実に多彩

な表現手段が施されていて，音楽的表現手段として

の，動機の活用・発展や，詩に書かれている感情の

動きの表現が，見事に書き込まれている.和声的に

も敏密な構成と表現方法をとっており，有節歌曲で

はおよそ考えられない作風であり，モーツアルトの

詩に対しての感性と音楽性をあらためて考えさせら

れ，高度な芸術歌曲であることの認識を持った.旋

律的なリート感ではなく，一つのドラマとして表現

しようとする意図がうかがえ，形式に束縛されるこ

となく，自由な発想と音楽を操る遊びの世界を，モ

ーツアルトの音楽の中には感じ取ることができる.

古典的様式感をもったその音楽のなかに，音楽がも

っている本来的な自由きが内在していることは，大

きな救いである.シューベルトのロマン性と厳格さ，

シューマンの詩と音楽の一体化や持情性を考えあわ

せるとき，モーツアルトの歌曲にも根本的な音楽表

現での共通性を見出し4 モーツアルトの歌曲演奏に

おける親近性が増すものと思われる.
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geht zu Grun -de 1- geht zu 

~~→ 

7 

2. Ihr dan -ket 

I→ 



9 

wie der， 

11 

JVl 

中山孝史・平和孝嗣

8 

men eu- -er Sein: ich geb' euch nun 

し~

参V7

und all die schwiir ・-me -ri -

n1→ 

12 

J2 V7 

-96-

10 

VI 
⑦ 

V7 

den FIam- -men 

v *~ V~ 



モーツアルト歌曲， KV520 

13 14 

I5t Kel・ne von euch mehr hier: 

V7→ J2→ V7→ J2→ 予7→ V 

⑦(保続音)

15 16 事華 17 

brennt lan ・ ge noch viel -

ご一事戸¥

V~ ザ; JV VI :V~ rOV~ VI 

19 
18 20 

バ、

noch viel-leicht 

¥-L-J '.:J 

1 2 V 7 VI JVl 1 2 n ~ 1 2 v rV~ J2 V 1 
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